























P. Mullallyが TheSummulae Logicales of Peter of Spain (Notre 
Dame, Indiana）の名のもとに発表した。しかしこれは全体の 3割弱にしか
すぎない。もう一つの部分訳は1962年 H.E. Wedeckが Classicsin Logic 







さてテキストに関していえば， Mallalyより 2年遅れた1947年に I.M. 






たものであるが， Mallaly自身， 1964年にMedievalPhilosophy, selected 
readings from Augustine to Buridan ( edited By H. Shapiro, Modern 
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とも呼ばれることがあるが， Julianiは Julian.usの属格であり， Johan-
nesの子という意味であって，ギリシアやロシアでも見られる父称である。








ていないのであり， もっとも古いものは JohannTobias Kohler の
" V ollstandige N achricht von Pabst Johann XXI （『法王ヨハネス 1世に
関する完全な調査報告』） 1760” であり， つぎは R.Stapper の Papst 










































































問も出され， まだ決着はついていない。 しかしヒスパーヌスはまた， ヒ
ポクラテスやガレノスの注釈書も書いている。つぎに心理学書であるが，

























































































































































































et copulata omnium tractatuum Petri Hispani, etiam parvorum logicalium 









fi.nem Summule magistri Joannis Majoris .. una cum textu Petri Hispani 










追加されている一一一ここに終る（CommentariorumPetri Tartareti in tex-
14 
tum Petri Hispani, insertis tractatibus consequentiarum, sophismatum, in-























































































































らは 6巻10～12章， 8巻4～6章， 7～9章， 11巻15～17章， 12巻7章，
24章においてみられるのである。
さてこれらはすべて一括して questio（論究）スタイノレと名づけることが
できる。 questioのほかにまた dubiumや dubitatioという語も使われる。
これらの語は文字どおりには聞い，疑い，疑問とし、う意味であるが，それ












(2) objectio異論。誤った見解。 videturquod （～であるようにいちお
うは思える）という語で始まる。たとえば明神は存在しないように思える”。




(5) responsis ad objectum (2）の異論に対する応答。 solutio異論に対
する解答。 adobjectum dicendum （異論に対してはこういわねばならな
し、）とし、う句で始まる。
以上の 5段階はごく簡単にいえば，（1）は pv～p(2）はP, (3), (4), (5）は




(1) questio, dubitatio問題。 queriturutrum （～か否かが関われる）
あるいは dubiturutrum （～か否かが疑問とされる）という句で始まる。
(2) quod obicit 論敵の出す異論。 videturquod （～であると思える〉
という句で始まる。
(3) (2）に対する反駁。 sedcontra （しかしそうではなくて）という句で
始まる。
(4) quod concedimus （わたしたちの認めたいこと）。正論。
(5) solutio ad id quod obicit （異論に対する解答）。 adillud quod 
primo obicit, dicendum quod （論敵がさきに提出した誤った見解に対し









ぎのとおりである。 9巻 4章， 11巻14章， 12巻10章， 11章， 13章， 16章，














































































Barbara I Cela J rent Da J ri Fe I rio Bara I lipton 
Celan J tes Dabi J tis Fa I pesmo I Friseso I morum. 
Cesare I Cambe J stres Fes I tino I Baroco Da I rapti. 




































のすべての格に共通の規則）' 5章（第 1格の規則）' 7章（第2格の規則），
10節（第3格の規則）, 12章（その他の若干の規則），第8巻11章， 12章，
15章（関係詞についての規則），第9巻5章， 6章（拡張についての規則），
第11巻4章， 6章～12章（制限についての規則）， 第12巻8章～9章， 12 
章， 15章， 19章（周延についての規則）。
たとえば第 1巻18章を例にとろう O "Not every man runs” と "So-
meone does not run”は等値である。そしてこれに対して与えられた規則
(regula）はこうである。 H全特記号あるいは特称記号に否定詞が前置され
ると，その命題はもとの命題の矛盾対当と等値である”。この規則での H全
称記号”はし、まの例では＂ eveサ”に対応し， m否定詞”は＂ not”に対応








































































































知あるいは学をつぎの三つ， すなわち scientianaturalis （自然学）, sci-















































仕事であった己 ところでこの聖書は引TheHoly Scripturぜ’ といわれる
ように確かに文字を使って書き録されたものである。したがってそうした
Scripturaつまり引書かれたもの”の研究のうえで文字的要素は確かに大
切である。 しかし聖書はまた吋hewritten Word of God”といわれる
ように， writtenの面よりも Wordof Godの方がもっと大切なのである。
そして中世ではアウグスチヌスが，新約聖書コント後書3章6節にあるパ

























































































あり（PietroIspano lo qual gii luce in dodici libelli）”というー句からも
わかる。ところで書名としては単に＂ Tractatus”ではまぎらわしいので，


























































































































は， 刊ならば”だけでなく， Hそして”， mあるし、は”を含む。ただしスト
アの Hあるし、は”は排他的選言である。つまり＂ por q or both，，ではな





































































































































































































の立場とは，＂ universaliaante rem （普遍は個物に先立つ）”とし、う普遍
実在論の立場と，＂ universaliapost rem （普遍は個物の後に存する）”と



























































同様に， 8章では m記述からの拠点”がでてくるが，ここでいう m記述”
は H笑うことのできる動物”のように類と特有性からなるものであり，こ
うしたものについての命題から，明ひと”についての命題が導きだされる。














6巻の 5～6章および第10巻の 3章にでてくる H端的な代表”についてだ









外に， 引動物は類である”， m笑うことのできるものは特有性である”， m理
性的は種差である”， m白いは偶有性である”といった命題をあげている。
そしてここに，五つの客位語の全部が登場するのである。


























































































のような），場所は ubi（ど ζに where），時は quando（し、つ when）主
52 
いった場合がそうである。 ただし， quantusとqualisはともに形容詞で





羽Thatis it? （それはなんであるか）を意味する。したがって例えば What
(Who) is a man （誰がひとであるか）という問いに対しては， Coriscusis 
a man （コリスクスがひとである）と答えられるのであって，この場合は
第一実体である。しかし What(Who) is it (he, Coriscus)? （コリスクス


























はヒスパーヌスのテキストでは3巻6節で aliquis homo （或るひと，或る
特定のひと）, aliquis equus （或る馬，或る特定の馬）となっている。 そ
してこれはアリストテレスにおける 6τei:{J,,AJpwπoi:, o -rei: Fπ oc; （或る
特定のひと，或る特定の馬）をラテγ語に翻訳したものである。
さてこうした帆コノレ、ングス”や町或る特定のひと aliquis homo，，は，





え aliquis homoは m或る誰か・このひと”という意味になり， hoc ali-
quidは m或るなにか・このもの”という意味になる。そしてこの hocali-













あるが， これはむしろラテγ語の quilibetつまり Hお好みのなにか或る
(any you will）”という語にきわめて近いといえる。 また quisquis・ （だれ
であれ，なんであれ， whoever,whatever）にも近いといえる。


















電unum（一）”， "res （もの）”， "aliquid （或る任意のもの〉”のすべてが交
『論理学綱要』の研究 5 
換可能な名辞であると主張する。 こうした 5個のものは普通＂ transcen-






る。また＂ res”は，個体という Hもの”，種という引もの”，質という mも
の”といわれる。しかもそうした Hー”や nもの”は＂ aliquid（或る任意
のもの）”と交換可能であるから， 個体については引或る任意の 1つの個

















いが， この語と対をなす語である synca tagoremaという語は第 1巻の 5
章に出てくる。この二つの語はし、ちおう白義語と共義語というふうに訳さ


































は新聞のニュース記事を書く場合に＂ who（誰が）， when （し、つ）, where 
（どこで）, why （なぜ）, what （なにを）， how （どのように）' did （な























































の157章で HPならばq, しかるにq, ゆえにP” といった命題論理学
的な誤謬推理として登場しているし，そのすぐまえの 155章では， H推断















うならば，第 1格には Barbara,Celarent, Darii, Ferio ・の四つの式， 第
2格には Cesare,Camestres, Festino, Barocoの四つの式， 第3格には



































すなわちヒスパーヌスでは， Barbara,Celarent, Darii, Ferio, Barali-
pton, Celantes, Dabitis, Fapesmo, Frisesomorum （以上第1格）， Cesare, 
Camestres, F estino, Baroco （以上第2格）, Darapti, Felapton, Disamis, 
Da tisi, Bocardo, F erison （以上第3格）の19個である。 ところが近世論理
学の出発点をなす『ポール・ロワイアル論理学』ではつぎの19個となって
いる。 Barbara,Celarent, Darii, Ferio （以上第1格）, Cesare, Cemestres, 
Festino, Baroco 〈以上第2格）, Darapti, Felapton; Disamis, Datisi, Bo-





う。 Baralipton→ Barbari,Celantes→ Calentes, Dabitis→ Dibatis, 















































































































































































































この語の原語はギリシァ語の topos，ラテン語の locus，英語の place，ド






被定義項もまた述語づけられる。 ………...・ H ・（1)
ソグラテスは可死的で理性的な動物である。 .・ H ・...・ H ・（2)

















れば，そのものに引ひ色”もまた述語づけられる0 ・H ・H ・－－…（1)"
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びラミストのお家芸であるが，それはさておき，この二分法の末端に，中




















しくは拠点の実例たるや，単に m原因”， m結果”， H定義”といった諸概念
の羅列ということになっている。つまりラムスでは拠点は，もはや推論の
前提としての論拠といったものではなく， m見出し” m題目”といったもの


































あるが， しかしこれは明らかに改悪である。 というのも， アリストテレ
76 
スの四つ組は，定義をめぐる討論というコ γテキストの中で扱われていた


































似て， 1, 2, 3, 4のそれぞれを綱目（Titelつまり英語のタイトノレ。英訳






























ところでへーゲルで、あるが， 彼はカ γ トの三分法を踏襲して， 彼の著
『イエーナの論理学，形市上学，自然哲学』においても， 『精神現象学』
においても， 「エンティクロベディー』においても，そうした 3分法を 3





























































この＂ supponerepro＇’は英語の standforに相当する。 そして英語の




supp on ereは suppositumとし、う形をとってでてくるのであり， これは代
表されるもの，指示対象とし、う意味もあるがまた，基体，実体，名詞，主















る），，といつたふうに使われている。 また，＂Whatdoes this sign stand 
for? （この記号はなにを表わすか）”といったふうにも使われる。 そして
そうした m意味する”， H表わす”の意味は＂ supponerepro, stare pro, 

































































































































































































































































































































































































































"4の3倍つまり 12は， 4の幾層倍かの数である。ゆえに12の3分の 1つ



















































































































































































































も周延される”。ここからことばのうえでは，＂ supponitpro confuse （非
限定的に代表する）”，＂ confunditur（非限定的である）ヘ "supponit pro 
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H以外の”， mより”， mもっとも”， mと異る”以外になお，引～である限りに
おける”， m～しはじめるべ H～し終える”， H無限の”， H全部の”が論ぜ
られる。そして例えば Hソクラテスは白くなりはじめる”という命題は，
同ソクラテスはいまは白くない。しかしすぐ後には白くなるだろう”とい





げればつぎのとおりである。 引～でないヘ mだけ”， m以外のヘ mもし”
引～し始める”， H～し終える”， m必然的に”， m偶然的に”，引もしくは”，
引そして”， m～でなければ”，引～である限りにおけるべ mどれだけ”， H～
よりもっと”， H～であるものはなんでも”等である。この中には近代論理


























のうち，特に重要でポピュラーなものは以下のようなものである。 (p & 
q）→P, ((PVq) ＆～p）→q, ((p→q) ＆ρ）→q, ((p→q）＆～q）→～P 
的下降的推論（descensus）についての巻。例えば Hすべての人間は動物
である。ゆえにソクラテスは動物である。そしてプラト γも動物である”
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全称記号とは， mすべての”， 円、かなるものも～でない”， Hどれも～























































































































































































たとえば，＂ Eve巧rman does not run”（すべてのひとが走らなしっと＂ No
man runs”（し、かなるひとも走らなしつはたがし、に等値である。また＂ No







たとえば＂ Noteve巧rman does not run”（すべてのひとが走らないと
いうわけではなし、）と＂ Someman runs”（あるひとは走る）がそうであ










したがって＂ Nothingis nothing” の、かなるものもし、かなるものでない
ということはなしつは，＂ Everythingis Something" （し、かなるものもあ
(23) 









































21. それら 6つの様相は，ときには， m必然的に”， H偶然的に”， H可能
的に”， H真という仕方で”， H偽とし、う仕方で”のように副詞の形をとり，
























































































































大｜第Iのかープは創｜＼ヌ匹＼ふ当ぺ第Eグループの第Eグ｜｜ ｜－盾ノく＼対／／｜ ｜ 小！の下で，いわば特称の｜＼／回／ γう／ ループに対する関係も｜小
対｜位置を占める ！／込／会＼ ｜また，第Iの蜘こ対lI I／盾＼／対ヘ I I 

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































13. BARBARA CELARENT DARII FERIO BARALIPTON 
CELANTES DABITIS FAPESMO FRISESOMORUM. 
CESARE CAMBESTRES FESTINO BAROCHO DARAPTI. 
FELAPTO DISAMIS DATISI BOCARDO FERISON. 
4行の中に19語が含まれているが，それらは三つの格の19の式に対応す







上述の詩にあらわれた四つの母音すなわちA, E, I' 0は，命題の四
つの種類を意味するということを知っておいていただきたい。すなわち，






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































44. ところで amphiboliaあるいは amphibologiaつまり不意不明確は，
















































































































































































































































































































































実際，＂homocurrit （ひとは走る）ぺ＂ homocucurrit （ひとは走った）”，
引homocurret （ひとは走るだろう）”および～ideohominem （私はひ





























































































































































さわしい位置に置かれることになる。 そしてこのゆえに， ttsemper （常
に）”が引est”という動詞を規定するときに，その文は結合されたといえ
る。そして ttquidquidvivit, semper est （生きるものは常に存在する）”
がそうである。しかしこの文がそうしたふさわしい結合を解消するとき，
260 



































態は二義性の場合でも同様である。 というのも＂ omniscanis est subs-
tantia （すべての犬，海の犬，星座の犬は実体である）”は三つの意味をも
つが，そのどの意味にとってもいまの文は真だからである。しかし帆omnis
























をもちうるのである。以上のすべてのことはまえに， "quidquid vivit 
(40) 




























































tern ambulare est possibile （座っているひとびとが同時に歩くことも可
能である。坐っているひとは歩きうる可能性をもっ）”である。 そしてつ
ぎのような三段論法がっくりあげられる。




sed sedentem ambulare倒tpossibile （しかるに座っているひ
とが同時に歩くことも可能である。座っているひとは歩きうる可
能性をもっ。）
ergo contingit quod sedens ambulet （それゆえ座っているひ
とが同時に歩くということがおこるだろう。）










っ。そしてこの意味でなら小前提は真である。 さらに＂ nonscribentem 


































引ambulare （歩く）” とL、う動詞との関係で示されるとき， "sedentem 








































quod unum solum pot倒tf erre, plura po蜘 tferre, sed quod 
non pot倒 pluraf erre, po胸 tunum sol um f erre, （しかるに
多くのものを運ぶことのできないものは，一つのものだけしか運
ぶことができないのあるいは一つのものだけ運ぶことができる。）









































そしてその例は引quinquesunt duo et tria ( 5は2であり，そして 5は
3である。 5は2と3である）”である。 そしてこれからつぎのよう三段
論法が生じる。
quecumque sunt. duo et tria, sunt tria. ( 2でもあり 3でもあ
るものは3である。 2と3であるものは3である。）
sed quinque sunt duo et tria. 










omne animal est retionale vel irrationale. （すべての動物は
理性的であるかすべての動物は非理性的である。すべての動物は
理性的か非理性的である。）
sed non omne animal倒trationale. （しかるにすべての動物
が理性的であるわけではない。）









以下の文もみな同様である。＂ omneanimal est sanum vel egrum （す
べての動物が健康かすべての動物が病気である。すべての動物は健康か病
気である）ぺ 引omnislinea est recta vel curva （すべての線は直線かす
べての線は曲線である。すべての線は直線か曲線である）ぺ "omnis nu-
merus est par vel impar （すべての数は偶数かすべての数は奇数である。









quocumque加 vid回 huncpercussum, ilo percu鍋1店舗thie. 
（君が彼が叩かれているのをそれで見るそのもので彼は叩かれる。
君はそれで叩かれている彼を見るそのもので、彼は叩かれる。）
sed tu vid1凶 huncoculo, vel ocul包， percu関田n. （しかるに君
は叩かれている彼を目で見る。君は目で叩かれている彼を見る。〉











つぎの文も同様である。＂ egote posui servum entem librum （私は奴
隷であるお前を自由にした。私は自由であるお前を奴隷にした）ぺ＂ quin-
quaginta virorum centum reliquit divus Achilles （神のごときアキレス
は100名のうちの50名を戦いで失った。 50名のうち100名を戦いで失った）。




sed quidquid舵iturest verum （しかるに知られたことがらは
272 
真実である。）






"tu es hodie natu~ （君は昨日生まれた。君は生まれたものとして昨日
存在する）”もおなじである。この命題の証明はつぎのとおり。 tues ho-
die （君は昨日存在する）。 ergo es natus vel non natus （それゆえ君は
生まれた存在か，生まれない存在である）。 sednon es non na tus （しか















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































140. もしだれかがこうしづ抗議を提出したとしよう o H条件付きと端的
との誤謬”はし、まの誤謬の一部分であると考えるべきである。というのも，
さきの誤謬では開条件っき”の名辞から m端的な”名辞への進行があった


















































































































































































































































































































































































































































































物である”， mひとは動物である”， Hろばはひとである”， mソクラテスはひ
とであるぺ Hソクラテスはソクラテスである”， mソクラテスはプラト γで






























































ある（cecumest aptum natum videre et non videns）” を複数形にして
m盲人たちとは本性上は見ることができるのだが実際は見えない人たちで
















































































































































































































































2. 関係詞のあるものは，実体の関係詞であり， Hその者（qui,who）”， 
m彼（ile,he）”， mその他のもの（alius,another）”などがそうである。他
































































たとえば＂ homovidet asinum qui est ra tionalis ( A man sees an ass 

































































































































































































詞である。 そしてさらに， 数の関係詞のあるものは， 引その数だけの”，
Hしかじかの数だけの”といった形容詞であるが，他のものは mそれだけ
しばしば”といった副詞である。
引そのような”， mそれだけの”， mその数だけの”， mしかじ
かの数だけの”， mそれだけしばしば”といった語について
























































































































































































































































































するためである。 また H拡張作用をもたない” といったのは H可能だ”
といった拡張的動詞を除外するためである。そして mそれ自身による”と









































































































































































































































































































































































































































































































11. つぎに Hすべてのひとともう 1人のひととが存在する”という論弁
を問題としよう。証明。ソクラテスともう 1人のひとが存在する。プラト
γ ともう 1人のひとが存在する。そして以下同様。それゆえすべてのひと
























































































































































19. ところでさきの証明にあらわれた前提つまり "non hanc rern vi-
dens est aliquid videns （このものを見ないひとはあるものを見るひとで
ある。このものを見るひとはあるものを見るひとではない）”や＂ nonillarn 






















































































































ぎの 2個の命題，＂ homoest justus （ひとは正しい）”と＂ nonhomo est 
justus (not man is just，なし、！ひとは正しいということは）”は矛盾して
いると述べている。するとそれら二つの一方が全称的でなければならない。
なぜなら二つの命題はともに一般名辞を主語としてもっているからである。

















































































































































































































































































































ouo （二）と同じ意味ではない。中世では dialecticaはまた語源的に， dia(=





いうことばは， logicaと全く同義であって， へーゲルのいう Dialektik（弁
証法）とは全く別であるし，プラトン的な弁証法ともことなる。























(9) 共義語の原語は synca tegoreroa。 これは categoreroaと対立する。 cate-
goreroaは名詞と動詞であり，定言的命題（categoricalproposition）を構成
する主体となるもの。それに対し synca tegoreroaは，そうした定言的命題を












































(18) 他の写本によると propositiotemporalis （時間的命題）, propositio localis 











(P→q）→impossibile ( p ・～q）・ H ・H ・－…（1)
ここでP→qをrと置くと（1）からつぎの式が成立する。
r→ necessarium r ..・ H ・－…（2)
なぜならP・～qe:e～（～PJ¥q）＝～（P→q）であれ impossibile～ r ＝～ 
possibile～r e:necessari um rだからである。また（1）からつぎの式も成立する。
～r→impossibile r.…..・ H ・（3)
なぜなら，（2）の rに～ rを代入すると，～ r→necessarium～ r となり，
necessarium～r E ～possibile～～r E ～possibile r冨 impossibile rだから
である。
つぎに、十分であるグを十分条件だとすれば，



























(23) これの一例として＂ Noman is no animal Q、かなる人間もし、かなる動物









(27) 内属的はラテン語では deinesse，英語では assertorial（実然的，確然的）。

















I =t 1~1 ~I~ I 
/j＿／二1r1
ただしPは possibileつまり可能的， Cは contingensつまり偶然的， Iは
impossibileつまり不可能的， Nは necesseつまり必然的を意味する。
第 2 巻



























( 6) genusはgigno（生む）とし、う動詞から出た語である。そこでこの genusは
本来（1）生まれたもの，（2）生むものというこ義をもっ。
(7) 刷本質に関して”はラテン語では“ineo quod quid est”である。これは
アリストテレスの“2ν ？＇lp?'l ear, （『トピカ』 102a 32）”の訳である。
(8) ローマの政治家であり哲学者であったキケロのフル・ネームは MarcusTu-


















(14) 『トピヵ』第1巻5章（102a 18ー 19）。
(15) 『トピカ』第1巻5章（101b 38ー 102a 1）および7巻3章（153a 15ー 16）。
(16) この定義は『トピカ』第1巻5章（102b 4）にみられる。
(17) この定義は『トピカ』第1巻 5章（102b 6-8）にみられる。










(23) らばはギリシア語で手〆oν0守，ラテン語で mulus，英語で niuleという。 こ
れはめす馬とおすろばとの雑種。これに対しおす馬とめすろばの雑種はラテン
語で hinnus，英語で hinnyとし、う。









スのこと。英語では theDog, the Greater Dog, the Dog Starなどとし、う。
犬と犬座の関係は，東洋では狼と天狼星の関係に当る。




( 1 ) 『カテゴリー』第 1巻（1a 1-15）。この部分は m前賓位語論”といわれる。














( 5) 第一実体と第二実体について語られることがらのこと。この巻の 6章で述べ
られる。







(9) 『自然学』 4巻3章（210a 14ー 24）。




(12) "corpus est hoc album （物体はこの白である）”とはし、えない。 したがっ













































( 4) Fapesmoと Frisesomor旧工lo
( S) Ferio, Festino, Baroco, Felapton, Bacardo, Ferison。
( 6) 13章5節。
( 7) Sは草impliciterconverti （単純換位）の略， Pは peraccidens converti 
（偶有性による換位）の略， Mは rμetathesis （位置の交換）の略， Cは du<;i
ad impossibile （矛盾へもたらされる）の略。最後の dudの頭文字のDは既
に使用されているので2番目のCが使われた。






( 1 ) アリストテレス『カテゴリー論』 1章（1a 8-9）。また第3巻 1章 3節参照。































(14) 『トピカ』 2巻9章（114a 27-34）。
第 6 巻








( 5) 『イサゴーゲー』 2章 m種について”の中で。
(6）第 1巻8章（103b7-17）。
(7) 6巻9章2節。











( 2) 2章（165b 4-7）。ここでヒスパーヌスがあげた討論の四つの種類がみられ
る。
( 3) 11章（171b 16-21）。
(4) 2章（165a 38-b 8）。




( 7) 3章（165b 12以下）。
(8) 『ソピスト的論駁』 4章（165b 27-30）。














(15) 『ソピスト的論駁』 4章（165b 30-166 a 21）。
(16) 同書同章（165b 30ー 166a 6）。
『論理学綱要』の翻訳
(17) 英語の necessaryevil （必要悪）に相当する。
(18）第3巻 2章。



























(37) 7巻59章 1ー 2節。






(43) 「ソピスト的論駁』 4章（166a 23-32）。



























(64) 『ソピスト的論駁』 22章（179a 1ー 2）。
(65) 5章（3b 13ー 16）。
『論理学綱要』の翻訳 433 







































































(17) 『ソピスト的論駁』 5章（167b 27-31）。
(18) 生成という語のかわりに誕生という語を使えばわかりやすい。
















(125) 『ソピスト的論駁』 6章（168a 18-21）。
(126) 同書6章（168a 24ー 25）。
(127) 7巻89章。
(128) 『ソピスト的論駁』 6章（168a 34-35）。
(129) 同書6章（168b 17-18）。
(130) 同書6章（168b 22-26）。




(134) 1巻 1章（24b 18ー 19）。
(135) この帆命題”という語にはほんとうは H一つの”という語が必要なのにそれ
がついていないことの理由を以下で弁明する。
(136) 『ソピスト的論駁』 6章（169a 19-21）。
第 8 巻








( 1) Hello, Peter l Hi, John lとし、った使い方を思い浮かべるとよい。
第 11 巻
( 1) 9巻2章1節。












( 2) アリストテレス『形而上学』 1巻 1章（980a 1）。『形而上学』の冒頭にかか
げられている有名な句。
( 3) アリストテレス『カテゴリー』 5章（4b9-10）。
( 4) 1巻1章（268a 11）。
(5) 同章（268a 20ー 21）。
( 6) 同章（268a 16-19）。































(30) アリストテレス『自然学』 3巻6章（207a 7）。
(31) 12巻37章。
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terminus 名辞 I 8, 15 TI 18 N 
1, 2(2), 14 V 3(3) VI 1-4, 11 
VIl 104-105 X 2 XI 6, 15, 17 
苅 1,24(2) 
totum （紛全体 il 2(3) V 11-12, 
14ー 18,40 VI 11(3）班 23(2）め）
全部の苅 27ー 29
transitio 他動的性質珂 19
transsumptio 比職 V 35 VIl 46, 
49(3), 55(1) 
ubi 場所 TI 7(2) il 5(1) 
universalis （司全称 I 8 (b）普遍
TI 1 il 3 V 11-12 VIl 144ー 145,
163 XI 7(5) 
univocus （司同義的 TI 20(1) 唖 7ー
8 (b）同名同義的 il 1 V 37 
usus （司効用 V 25 (b）慣用四 54
(3）刃 18
vel あるいは I (5) 
verbum 動詞 I 5, 19(2), 22 VI 2 
(3) VIl 61(2), 86 XI 10, 13, 16, 19 
veritas 真 I17, 19(2), 21 il 13 
(3), 30(5) VI 8 VIl 92, 94 苅・5(3),
22(2) 





アグセγ ト accentus 
あるし、は vel 
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